
一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

こちらのスペースにご入力ください。

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：
(問い合わせ先)

茅野昌吉

問題解決力向上能力向上

愛三工業株式会社

主任、係長は2回/年 QCストーリに沿った改善事例を

作成し発表会を行っている

【目的】

・問題解決力向上を目的とした

人材育成の場を設ける

【報告時間】

・8分以内

【報告要領】

A3 一枚

A3 一枚（スライド一枚）アニメーション無し、

添付資料無しで

『完結に』『わかりやすく』

にすることで

『何を伝えたいのか』

といった『伝える能力向上』に役立っている

・サークルメンバーは定期的にQC活動を

行っているが推進者になると会合の参加、

事例の作成が減るため、レベルの低下や

更なるレベルアップに繋げるために

『一枚勝負』で行っている

1枚でまとめる能力



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

こちらのスペースにご入力ください。

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月14日(金）
メールにてご回答をお願いします

担当幹事：
(問い合わせ先)

岩瀬　洋一

社内ＱＣＣ事務局交流会開催（地区ライン幹事研究会横展）

（株）アイシン



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

創意工夫とは

before 問題点：読み取り前の確認と読み取り後の誤検出確認で毎月残業が発生（10H/月）

after集計を外部メーカーに変更しデーターの集計時間をなくし残業をなくした。

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

 改善には、部・課方針から来る（技術Ｔ・職制）改善と、作業者が改善（アイデアだしを含む）をする
 改善があります、創意工夫は、作業者のアイデアで改善したことを提案し、会社が賞金を出す制度です。
 会社として、「強い企業」「しっかりした人」「継続的な改善」「明るい職場」にするために行っている

  今までは、創意工夫読み取り機の使用で確認作業が必要だったが、外部委託することで、確認作業を
  減らす事が出来、残業をなくすことが出来た。

  ※創意工夫担当者は、創意工夫集計業務での残業はなくなったが、ほかにも、教育担当者としての
　　業務が、あり残業　０Hになっていないため　さらなる改善をしていきたい。

担当幹事：
(問い合わせ先)

朝原　哲夫

創意工夫集計方法変更による残業時間の低減

アイシン機工㈱

サーク

ル別

に回収

サークル別

集計書と

枚数確認

読み取り

ミス

見直し

エクセル

シート

に集計

打込み

紙詰まり

読み取りミス

設備の復帰

サークル別

に提出

サークル別

集計表回収
外部メーカ

による集計

社内データーと

集計データーとの

アンマッチ有無確認

賞金

支払い

依頼

賞金

支払い

依頼

集計

実施



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

こちらのスペースにご入力ください。

定期購読しているQCサークル誌、現場にて思うように活用されていなかった。

推進者やサークルへのヒアリングから、掲載記事数が多く、すべてを読むことへの負担感や

どれを読めばいいかわからないという意見が上がったため、推進者・サークルに向けた

『読みどころ案内』を作成。

作成にあたり、すべてのブロック事務局をメンバーとした「読みどころ検討会」を開催。

事前にQCサークル誌を読み込み、推奨記事をピックアップする必要があるため、

事務局自体がQC活動支援に必要な情報をQCサークル誌から得ることを習慣づける

事が出来ている。

また、サークルリーダーや推進者からの困りごと相談に対してもアドバイスをしたり、

QCサークル誌を教材として紹介するなど、冊子の活用推進が進んでいる。

自慢するポイント

・ 各ブロックが推奨記事を見つけるため、QCサークル誌を読み込むようになり、事務局の

知識量の増加とサークル支援に対する意識の向上につながっている。

・ 全ブロックの事務局が集まって検討会を実施することで、各ブロックがどういう情報を必要として

いるのかの共有ができるため、ブロック事務局と協業での支援検討ができる

・ 毎月実施することで、ブロック間交流ができるため関係性の向上もできてきている

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：
(問い合わせ先)

稲垣　里美
050-3154-8523

QCサークル誌活用：読みどころ検討会実施による事務局支援力向上

アイシン高丘(株)

推奨記事は厳選し、字が多くなりすぎない

よう簡潔かつ堅苦しくない表現で文章を

作成している。

毎号季節のイラストを取り入れることで、

季節感（遊び心）＆新号のお知らせを

している。



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

こちらのスペースにご入力ください。

　１．背景

　２．改善点

→自分でFormsの採点表を作成し、採点者に展開実施

（従来は紙を配り、EXCELに入力・集計）

→(効果) 2Mhr.(2M×1hr.)→0.3Mhr.(1M×0.3hr.)

→(効果) 計10.2Mhr./y(1.7×6回)

→自分でﾒｰﾙのﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを作成し、活用実施

→(効果) 昨年のﾒｰﾙを検索してから、それを基に修正して関係者に送付する手間が半減

→(効果) 約10Mhr.減/y

→基本的にﾂｱｰを使用するが、場所によっては公共交通機関を使用できる

→(効果) 独自ルートを探して提案

→(効果) ﾂｱｰより安くて早い移動が実現

自慢するポイント

　　・全社事務局業務の効率化を自分の手で改善し実施した点

　　・このやり方を他の業務にも横展しようとしている点

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：
(問い合わせ先)

品質保証部TQM推進室
知念広秋

QCサークル全社事務局業務の効率化と改善

愛知製鋼株式会社

　　弊社のQCサークル活動は1967年（昭和42年）に活動を開始し、現在167サークルが日々

　　活動しています。その活動を束ねるのが品質保証部TQM推進室QCチーム6名のメンバー

　　になります。弊社では社内大会が6つ（監督者・安全・生産・テーマ型・品質・JHS）有り、

　　社内大会で3位以内に入ったら、全国大会への派遣をしています。全社事務局としてより

　　効率的な運営が求められ、その業務の中心を業務職の方(1名)が担っています。

　　1)社内大会の採点の集計、報告の効率化

　　2)全国大会への派遣業務の効率化

　　3)全国大会への旅行ルートの改善



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

１、従来活動

２、新たな活動

　＊新たな小集団活動への転換に対しての、標準作りに着手

自慢するポイント

・標準を作成する事で、教える側の個人差をなくす
・e－ランニングにする事で、時間に制約されない

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：
(問い合わせ先)

製造技術部　教育支援課　花井
0565-85-1005

新たな小集団活動への転換　～標準作りへ～

小島ﾌﾟﾚｽ工業㈱



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

1．背景

２．ねらい

３．内容

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：
(問い合わせ先)

TQM推進部　牧野 直樹

「山登りシート」を使った上司と部下の目標合わせ

株式会社ジェイテクト

・上司も部下も、日々忙しく、自分の業務をこなしている。

・頭の中を”見える化”できていない中、上司は部下に指示を出し、部下は上司から指示をもらっているので、

どうしても手戻りが発生しやすい状況にある。

・上司と部下が、頭の中の情報を”見える化”し、共有を図る。

・業務の進め方を、山登りに例え、ステップ感をもって戦略を立てる。

・1回の打合せで結論出ないことを見据え、当該の打合せのゴールを定め、考えすぎない工夫を設ける。

・下の「山登りシート」を活用して、上司と部下で、ゴールを共有しながら、戦略を立てる。

・頭の中にあったイメージを”見える化”することにより、議論を活発にする。

仕事の名称

議
論
の
流
れ
（
上→

下
へ
）

本来の目的

今日やることを明記

どういう

順番で

進める

か検討

・資料の作成手戻りが減る。

・考えていることを”見える化”することで、相手に理解してもらえるし、自分の理解も深まる。

・戦略の立て方の実践となる。



1

JTEKT CORPORATION

1

◆仕事の目的（ゴール）

◆山の登り方（戦略）

限られた時間を大切にし、ムダのない効率的な業務のため、
上司・部下の議論ができるよう山登り図を理解する

STEP1

STEP2

STEP3

◆本日報告の目的（ゴール）

山登り図の理解を通じ、活発な議論、共感

山登り図を書けるようになる

山登り図の書き方・使い方を理解する

山登り図

効果的な説明・議論ができる

JTEKT CORPORATION

8月幹事研修会

2

◆仕事の目的（ゴール）

◆山の登り方（戦略）

・新任幹事が一人前に成⾧する
・全幹事がサークル活動を通じ、気付きを得て、成⾧する

STEP1

STEP2

STEP3

◆本日報告の目的（ゴール）

研修内容の決定

役割分担の決定および説明資料の収集

委員会メンバーとの、研修内容の合意

リハーサルの実施



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

内容

　名古屋製鉄所ではQC活動をTAC(タック)活動と呼び活動を行っています。 ※Total Activitys For Creation

自主運営育成組織として、人材育成と活動の活性化を目的に「TAC指導師」として140名が在籍し、各部門での

教育や所の研修会でのアドバイザー、所内大会での手法アドバイスなどを行う育成の仕組みとなっている。

【指導師認定までの流れ】※1年掛けて取得

＊STEP1 QCとは？ QCストーリー（問題解決・課題達成）を説明できる資料を作成（講師資料）＊4月～5月

＊STEP2 QC手法 Q7の使い方を説明できる資料を作成　＊6月～7月

＊STEP3 QC手法 Ｎ7の使い方を説明できる資料を作成　＊8月～9月

＊STEP4 認定試験（事務局にて作成する問題を合格するまで実施：100問で80点合格）　＊10月～11月

＊STEP5 所内5年目研修会（QC酒造）へ参加しADの指導方法を学ぶ（指導力の養成）　＊10月～2月　

＊愛知地区QC大会聴講（発表評価技能の習得）（2回以上/年）報告書提出

　　　ストーリー、手法の使い方、改善のポイント、小集団活動の在り方を実際の聴講にて学ぶ

★所内認定式　TAC推進委員長より認定証とバッチを授与　＊3月末

自慢するポイント

＊製鉄所内ローカルで育成組織として指導師制度を2008年にスタート（現在16期目）

＊支援者や外部派遣講師に頼ることなく、推進者の中で指導できる体制を構築（自主運営組織）

＊若手や新人への指導を積極的に行いレベルアップを図れる体制を整えた（教える＆教わる人材育成）

担当幹事：

(問い合わせ先)
倉橋　理治

所TAC指導師組織　～学ぶ楽しさ、教える喜び、育てて活かす指導師会～

日本製鉄(株)名古屋製鉄所

※提出期限：6月14日(金）

メールにてご回答をお願いします

ジグソーパズル研修 ミニ四駆



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

◆実活動定着度チェックの仕組みを運用し、実活動の底上げを図る

　　当社は、2020年よりQCサークル活動の原点回帰(発表偏重⇒実活動重視)への変革を進める中で

　　全サークル(約2000サークル)を対象に、実活動の定着度合を定期的にチェックしている。

　　その結果を基にサークルの強み・弱みを分析し、苦戦サークルの底上げ施策としてQCサークル交流会を

　　継続的に開催している。

◆実活動定着度チェックの仕組みを活かし、施策に繋げる考え方

①実活動定着度チェック表活用　※別紙参照

　交流会によるQCサークル活動の活性化

株式会社　デンソー
担当幹事：

(問い合わせ先)
石原 弘之

① 実活動の定着度把握

　　ありたい姿に対する

　　現状の立ち位置を把握する

　　　② 分析⇒施策検討

　　　　　・サークルの実施事項

　　　　　・上司の実施事項

　　　　　・事務局の実施事項

④ 結果の振り返り

　　更なる実活動の質的向上

　　　③ 施策の実行（一例）

　　　　　・教育体系の整備

　　　　　・QCサークルの日制定

　　　　　・交流会の開催（今回の事例）

ありたい姿6項目を5段階で評価し、現状の立ち位置、強み・弱みを把握



②分析結果に基づく攻め所の明確化

　

　

③交流会の開催

　QCサークル交流会の概要 (狙い)

　■苦戦・活性サークル両者の上司も含めた研鑚の場を設定し、活発な意見交換により刺激し合いながら

　　底上げを図る。

　■部長・室長・工場長など上位職制の面倒見(指導・声掛けなど)の場を増やす。

④都度、交流会のブラッシュアップ

自慢するポイント

　■2023年からは、各事業Gの推進事務局による自主的な企画・運営を促進し、

　　QCサークル活動の一層の活性化に向け、交流範囲を拡げながら継続して取り組んでいる。

　　(Step1) 全社事務局主催　⇒　(Step2) 各部主催　⇒　 (Step3) 各事業G主催

　　　●やり方を示す　　　　　　　　　　　　　●部長主導で部内拡大　　　●推進事務局の自主的な企画運営

　■各部の推進事務局同士の交流も増え、好事例の共有などが盛んになっている。

　■活性化しているサークルにも困りごとがあり、上司への相談の場になっている。

　■全社推進事務局連絡会にて、各事業Gが主催した交流会の実施内容を共有し、

　　全社的な横の連携・情報交換を密に行っている。

　　

　　＊参考資料があれば添付してください

　　　　　<全社施策としての進め方＞ 　　　　　　　＜交流会の概要＞

サークル

部長 ※労働組合

室・工場長推進事務局

全社事務局 支援者(課長)

苦戦サークル : ３．０未満
活性サークル : ３．５以上

※生声の吸上げ、心理的安全性を
考慮し労働組合も参加

活性サークル 苦戦サークル

＜底上げに向けてやるべきこと＞

上司・事務局が寄り添い、苦戦理由の解決に向け

困りごとへの支援やアドバイスが必要

＜支援体制＞





一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

1.はじめに
　・東海理化では、約20年前からQC活動をもっと身近な活動にするという思いから

　　「3E活動」と呼び名を替えて活動に取り組んでいます

　　3E活動とは？

　　3E活動とは、「いい仲間、いい職場、いい仕事」の3つの「いい」＝Eを追求する
2.背景

　昨年末からペーパーレス化、ワークフロー化を進める上で社内への通知および社内コミュニケーションの活性化を

　図るため、社内の至る所にモニターが設置され投影動画配信デジタルサイネージが開始された。

　　・場所：各工場(大口本社・豊田工場・音羽 萩工場・学園）建屋入口・ホットコーナー・食堂

3.内容

　このデジタルサイネージを活用してQCサークル全社発表会事例・会合を進める上での困り事などの動画を流し

　全社員への情報共有、認識合わせ、困り事の解消を図った。

自慢するポイント

　コミュニケーションの充実・職場の活性化に繋がっております。

　　＊参考資料があれば添付してください

・部内発表会⇒地区発表⇒全社大会を継続的に開催できている事でここ何年間か
　年2回の社内全社大会を開催して社長からお褒めの言葉を頂いています。
・東海理化全社員に情報共有、認識合わせが出来、また困り事も一部ですが解消し

担当幹事：
(問い合わせ先)

深川　宏

デジタルサイネージ化動画配信

(株）東海理化

デジタルサイネージ

3E活動会合風景



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

■目的

　・QCC活動の心に拘わり、形に拘らない活動を伝承

　・現場主体で人づくりを実践

　上記２点を実践できるための啓発ホームページを策定、展開

■QCC活動６０周年ホームページ全体構成

自慢するポイント

キーワード：QCC活動のこころを伝承

　①宮本本部長からQCC活動のこころを伝える

　②河合おやじからQCC活動のこころを伝える

キワード：QCC活動のこころを実例で学ぶ

　③QCC活動の歴史を通じ、活動の意義を学ぶ

　⑥⑦現場の生の声を把握し、次の施策に生かす

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月14日(金）
メールにてご回答をお願いします

　④育成に重んじた現場で人を育てた活動の工夫を学ぶ（YouTubeをモデル化）

　⑤QCC活動のガイド（心にこだわり　形にこだわらないアウトライン）

キーワード：QCC活動の現場の声を把握

担当幹事：
(問い合わせ先)

前田義人
０８０－６９８６－３８３８

QCC活動60周年を迎え、現場で人を育て、よい職場をつくる活動

トヨタ自動車株式会社

【P】

① ②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦

【D】

【C】 【A】



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

こちらのスペースにご入力ください。

■エンジン事業部碧南工場の活動

自慢するポイント

　ピンチをチャンスに！

　　　①事業部事務局が、QCサークル入門・QC7つ道具の基礎教育を開催

　　　②現場の活動に応援者も参加　正従業員とペアでデータ取りと手法作成　応援者が会合で報告

　　　③レベル把握　X軸・Y軸ともに上昇傾向

　　＊参考資料があれば添付してください

　　　　　　正社員登用実績についてはデータ取り継続中

担当幹事：
(問い合わせ先)

椙山英紀

正従業員比率の低い職場のQCサークル活動

株式会社　豊田自動織機

１）事業部の背景

製造ラインを応援者（期間従業員）である程度まかなう方針（目標応援者比率５０％）

⇒ 将来も、この方向性は変わらない 【応援者との共存・繁栄が必要】

２）職場の背景

（１）QCサークルの一斉会合はラインを止めて行うが、応援者は、その時間は2Sだけで他にやることが無い

（２）QCサークル一斉会合が、応援者との唯一のコミュニケーションの場となっている

（３）エンジン事業部の製造ラインで働くからには、問題解決の8ステップをやり、

QC７つ道具くらいは知ってほしい（不具合発生時に、なぜなぜは書けるくらいになってほしい）

３）現状見えている効果（負担含む）

（１）正従業員（班長、ライン外）は、応援者をイチから教育するので大変だが、

仕事の教え方が身に付く

（２）レベル評価で、正従業員はAゾーン、応援者はDゾーンで、サークル評価としては、

CやDになるハンディはあるが、層別して評価しているので、個々の人材育成の目標値は明確

（３）応援者のレベル評価ができるので、正社員登用への人材発掘の場となっている



一点自慢大会用紙
2024.7.11

　　　テーマ名

　会社名：

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

QCサークル活動に於ける能力開発

トヨタ車体株式会社

※提出期限：6月14日(金）
メールにてご回答をお願いします

担当幹事：
(問い合わせ先)

筧　一雄
（090-6393-7005）

◆教え教えられ成長するしくみ

①育成と評価の求められる能力項目にQCサークル活動を設定

②実務職の求められる能力を身につける必須教育の受講（off-JTとOJT）

③実務職の評価・人事考課項目にQCの実践を設定

◇指導職・管理職のマネジメント項目にQCC設定

３．育成制度と評価制度の一体マネジメント

１．背景

◆QCサークル活動の業務化と、MBO（Management by Objectives）「目標管理制度」の気運の高まりに伴い、能力開発と処遇との

連動を図るべく2000年（H12）より人事制度（育成制度と評価制度）を刷新し、社員のやる気・やりがいを促進する施策を推進。

２．育成のサイクル

◆やる気・やりがいを育む、有機的なサイクルを廻すべく、

⑬能力開発（育成制度）

求められる能力の明確化と教育機会の提供

②評価（評価制度）

求められる能力に連動した評価項目

③処遇への反映

人事考課（昇給・昇格認定）

④更なる努力

取り組みが報われ、次なるステージへの動機づけ

（２）QCサークル・提案活動に於ける階層別に求められる能力（抜粋）

①
求められる
能力項目

③
評価・人事
考課項目

③ QCサークル評価

② 階層別・職能別教育にて修得

（１）求められる能力と評価項目マトリクス

（３）教育体系（off-JTとOJT）

新入社員教育 技能修得研修 リーダー研修 アドバイザー研修 世話人研修

管理職

指導職1

指導職2

指導職3

実務職1

実務職2

実務職

3・4

新入社員

QCサークル

教育・研修

階層別教育

内容

資

格

職能別教育　【QCC教育】

【世話人研修】
新任世話人

【新任工長研修】
2会合

世話人概論

【新任組長研修】
2会合

アドバイザー研修

【アドバイザー研修】
新任アドバイザー
(班長任命者)

【リーダー研修】
新任リーダー

【新任班長研修】
2会合

リーダー振り返り
+アドバイザー概論

【中堅①研修】
QC手法応用

【初級研修】
QCストーリー

【中堅➁研修】
QC手法

【配属前教育】
QCC活動とは

QCC活動の理解
小集団活動のうれしさを
知る

QCC活動での自己成長
問題解決の進め方
7つ道具を使う

小集団活動をけん引する
リーダーの役割理解

自律的な小集団活動を
促す指導のやり方

やりがい・働きがいを生み
出す職場風土づくり

データ・言語を道具を
駆使し問題・課題・
成果を顕在化する

任命者のみ受講

経年者リマインド

１）QCサークル活動に求められる能力を体系的に習得

①サークルメンバーは階層別教育にて必須研修

②サークルリーダー・アドバイザー・世話人は

職能別教育にて必須研修

⇒ 職長（班長・組長・工長）階層別教育に

組み込み実施

③世話人はQCサークル活動を推進する職場の

新任管理職を対象に研修を実施

２）QCサークル活動の推進

３）能力発揮度を人事考課に反映（処遇）

４）次なる活力
【育成のサイクル】

◆QCサークル活動は組織として成果を出す 「マネジメント」 そのものであり、日常業務である。

⇒ 個人の成長～面倒見～チームワーク醸成～組織としてのアウトプット

（QCサークル活動は主体性を重んじるが自主活動ではない）

①

②

③



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１．ねらい

　２．実施内容

　

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

トップガンサークル育成による全社レベルアップ

豊田合成株式会社
担当幹事：

(問い合わせ先)
TQM推進部　　福田

　

・愛知地区（春日工場）、静岡地区（森町工場）より各１サークルが支部選抜大会（24年7月）へ出場

・「運営事例」への挑戦の取り組みを通じ、自分たちの力で成長していくことが

できるサークルが各部門の模範となり、全社のレベルアップを図る

・リーダーと自分たちの力でメンバーと共に２～３年かけてＰＤＣＡサイクルを回して

サークル運営に工夫を加えながら、よりレベルの高い改善に望み成長する。

2-1.進め方

・全社ＱＣサーク委員長会議にて依頼

（1回/年）

・各部門代表のサークルを選出

・オリエンテーションの開催

・運営事例研究会の開催

（他社事例を参考）

・成長計画書の作成

（各リーダーが３ケ年計画を作成）

・リーダー交流会

・報告会

（支援者も参画し成果発表会）

＜オリエンテーションの内容＞

・運営事例とは ・・・説明、メリット

・リーダーへの期待、支援者へのお願い

運営事例＝改善事例＋サークル運営の工夫

（成長のための取り組み）

運

営

の

工

夫

改

善

事

例

①

改

善

事

例

②

期間（２～３年間）

サークルの成長

成
長
度

運

営

の

工

夫

運

営

の

工

夫

2-2.スケジュール

2-3.結果

・弊社は毎年、全社レベル診断を実施しており、C・Dレベルサークル比率を２０％以下の目標達成。

次のステップとしてＡレベル１５％の目標達成をするよう推進中



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

 内容

　１.　現状の課題1 ➡ 派遣社員方々のQC参加率が低い

　　単位・・・％ ※派遣参加率・・・活動に参加している派遣社員÷全派遣社員×１００

      　現状の課題2 ➡ 派遣社員＝外国人技能員(日本語が話せない方が約9割)

　２.　ねらいと考え方

　３.　実施内容

自慢するポイント

★QC全員参加に向けた新たな取り組み 　　＜受入教育風景＞

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月14日(金）
メールにてご回答をお願いします

担当幹事：
(問い合わせ先)

豊橋東京工場 品質管理部

若山　和彦

QCサークル全員参加に向けての推進活動

トヨタ紡織㈱

明るく活力のある職場をつくるには、全員参加のコミュニケーションをとることにより、

問題意識の共有化・仲間意識の醸成・改善意識の高揚が図られる。

正社員・派遣関係なく、社員全員がそれぞれの立場でQCサークル活動を理解し

各職場にて問題の解決に向けた「絶え間ない改善」に取り組む体制をつくる

　　5月10日現在の在籍表にて作成（人員はAB直合算）

総員 外国人 日本語不可 総員 外国人 日本語不可

１Aシート FR　RR２組立 107 34 33 シート製造 28 9 8 品管

１Aシート RR1組立 52 19 17 シート製造 8 3 3 品管

GX 検査 8 4 4 品管

３E混流 組立 40 5 2 レク製 15 6 5 品管

プレミアム 組立 5 0 0 レク製 2 0 0 品管

LM 組立 27 0 0 レク製 11 3 3 品管

レクサスフレーム FC FB 35 21 17 フレーム製造 0 0 0

１Aフレーム １Aフレーム 43 18 14 フレーム製造 6 3 3 品管

１Aフレーム 骨格組付け 54 21 16 フレーム製造 0 0 0

１Aフレーム 部品供給 39 8 8 フレーム製造 0 0 0

出荷工程 シート出荷 17 3 3 工務 0 0 0

受入れ検査 21 0 0 品管

129 110 28 26

課・室
検査工程車種

（呼称）
ライン工場 課・室

製造工程

豊橋

工場

　各職場で働く全員がＱＣサークル活動に参加している

課題 　「全員参加」の活動となっていない

　ＱＣサークル活動に参加していない社員がいる

あるべき姿

現状

外国人技能員に対しQCサークル活動を理解して頂く為に、

音声付きパワーポイント資料を作成

最初の派遣社員受け入れ教育の際に、

安全・品質と同等に「QCサークル活動」

PPT.教育を通訳者同席の下、理解を

して頂く体制を工場工務と共同出来た



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

意見交換会の様子（2024年5月30日）

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：
(問い合わせ先)

水谷和生
ka-mizutani@mg.ngkntk.co.jp

QCサークル関連の講演会の聴講と意見交換会の実施

日本特殊陶業株式会社

【部門事務局／QCC指導士にとっての効果】
・レポートや報告書を作るよりも、新しい気づきを得たり内容への理解が深まる。
・他者と意見を交わすことで、異なる視点や考え方について知見を得られる。
・講演会にとどまらず、活動での悩みや困りごとについてもアドバイスをもらえる。
・交流を通じて、QCサークル活動への連帯感やモチベーションが向上する。

【全社事務局にとっての効果】
・スキルアップや交流の場を提供することで、協力関係を構築する手掛かりにできた。
・部門事務局やQCC指導士と直に接することで、その考えや悩み、要望を吸い上げられた。

狙い
・以前より部門事務局やQCサークル指導士の指導スキル向上の場として、社内講演会の企画や
　社外講演会の案内を行っていたが、特にアフターフォローは無く、理解度のアンケートを
　する程度だった。
・意見交換の場を設け、指導スキルの向上・相互啓発を図る。

実施内容
・各部門の事務局、QCC指導士から希望者を募る。
・講演会の後に対面形式で「意見交換会」を開催する。（場合によって会議室に集合して聴講）

進め方
　① 講演で「印象に残ったこと」「気づいたこと」を各自抽出する。
　② 抽出した意見を発表して共有する。質問や意見もその場で述べる。
　③ 講演および意見共有をもとに、活動推進や指導に使いたいと思ったことを抽出する。
　④ 抽出した意見を発表して共有する。
　　※意見は付箋に書き出し、模造紙に貼りつける。



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　１．背　景

①　QCサークル活動状況が、しっかりされているのかわからない。

②　サークルメンバーと支援者はコミュニケーションが取れているのかわからない。　

　２．ねらい

①　QCサークル活動状況が見て分かるようにし、誰でも支援できる状態にする。

②　サークルリーダー/メンバーと支援者のコミュニケーション向上を図る。

　３．事　例

最も人通りの多い、食堂に向かう通路に「見える化ボード」を設置した。

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

全社大会、愛知地
区大会出場サーク
ルの紹介すること
で、メンバーのモ
チベーションupを
図る。

・QCサークル活動の旗・実績表を見える化する事により、サークルリーダー・メンバーと
　支援者が気にするようになった。
・工場大会・全社大会・愛知地区などで、賞を取ったサークル紹介をする事で
　モチベションアップに繋がった。
・サークル活動報告書を変更することで、上司も言うだけのフォローでなく、
　しっかり確認をする習慣に繋がった。

サークル活動を支援する工夫

フタバ産業株式会社
担当幹事：

(問い合わせ先)
幸田工場　山本　哲治
070-7666-9337

おもて うら

おもて うら

②愛知地区・全社大会出場チーム紹介

①完結したサークルの旗を掲示し、QCストーリー・

③サークル会合報告書提出状況（星取表）



　「サークル活動報告書の変更」

　「見えるかボード設置」 補足資料

人間の能力を発揮し、無限の可能性を引き出す　　　　　人間性を尊重して、生きがいのある職場を作る　　　　　企業の体質改善に寄与する

分

名 名 ％ ％

会合終了後、5日以内に推進委員まで提出 【経路】　ｻｰｸﾙ→ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ→所属長→推進委員（事務局）→ｻｰｸﾙ 改訂2021年1月15日

ア

ド

バ

イ

ザ

｜

助

言

会
合
内
容

リ
ー

ダ
ー

所
見

決
定
事
項

対策実施 効果確認
標準化と管

理の定着
反省 その他：

(○で囲む）
対策立案

上司
教育

←上司が会合に参加して、実地指導をしてくれた場合は、〇印を記入してください

STEP
テーマ選定 現状把握 目標・計画 要因解析

活動
状況

場所

（ ）

場所 時間 ～

～
会合
時間 次

回
開
催

月日

サークル名

テーマ

開
催

月日
開催
時間

所属

　作成日

 FMサークル会合報告書 推進委員 所属長 アドバイザー リーダー 作成者

出席 欠席 出席率 発言率

人間の能力を発揮し、無限の可能性を引き出す　　　　人間性を尊重して、生きがいのある職場を作る　　　　企業の体質改善に寄与する

名 名 名 ％ ％

会合終了後、5日以内に推進委員までに提出 【経路】　ｻｰｸﾙ→ﾘｰﾀﾞｰ→ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ→支援者→ﾌﾞﾛｯｸ長→推進委員→ｻｰｸﾙ 改訂2022年4月5日

幸田工場 改訂2023年7月7日

リ
ー

ダ
ー

所
見
ア

ド

バ

イ

ザ

｜

助

言

決
定
事
項

効果確認
標準化と管

理の定着
反省 その他：

(○で囲む）

会
合
内
容

指導士
指導

←QCサークル指導士に指導を依頼した場合

は、○印を記入してください。

STEP
テーマ選定 現状把握 目標・計画 要因分析 対策立案 対策実施

開
催

月日 月 日

上司
教育

←上司が会合に参加して、実地指導をしてく

れた場合は、〇印を記入してください

活動
状況

場所

日 （ ）

場所
会合
時間

分 時間

次
回
開
催

月日 月

～

（ ）
開催
時間

～

サークル名

テーマ

所属

作成者

推進委員 部長 課長 係長・組長 班長・担当 FMサークル会合報告書
事務局 ブロック長 支援者 アドバイザー リーダー

総人員 欠席 出席率 発言率出席
ブロック長・支援者の方にもっと関心を持ってもらう仕掛け



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１．ねらい

　２．運用開始

　2021年10月スタート

　３．全社への展開方法

　毎月、月初に壁新聞（弊社の名称）にて、社内ポータルに掲示して展開・周知を行っている。

　各拠点の事務局の働きかけで、HPに記載した後、担当アドバイザーやリーダーに対してメールで

　展開を行っている。

自慢するポイント

・毎月定期的に活動・会合を行うために、全社的にQCサークル活動の日を設定することで、

環境づくり、継続して活動ができるようにするための意識づけを行うことができた。

・壁新聞は食堂にあるモニターに流れるため、誰でも目に留まるような工夫をしている。

・今年度はQCに対するモチベーションを上げるために、社長や部長、事務局長にメッセージをもらい

記載を開始した。今後は優秀サークルに直接インタビューをしに行き、今までとは違う壁新聞を掲載し、

モチベーションが上がる内容を考えていきたい。

　　＊参考資料があれば添付してください

QCサークル推進課の、QCサークル活動のありたい姿として「行きいき改善！チャレンジ意欲！

全員参加！意義あるQCサークル活動を実践しよう！」を成し遂げるため。

担当幹事：
(問い合わせ先)

益永萌央

「9の付く日はQCサークル活動の日」を全社周知

株式会社アーレスティ



一点自慢大会用紙

　会社名：

自慢するポイント

テーマ名 「ＱＣＣ改善事例発表会」の見直しによるリーダーの育成

（株）アドヴィックス
担当幹事：

(問い合わせ先)
今井得善

［従来の発表］

・会議室等でリーダーのみが代表で発表していた。

●改善事例現場発表会の推進

［目 的］・現地、現物で改善内容が確認できる

・他サークルとの意見交換ができる

・メンバーの参加もしやすい

・講評者（課長/GL）が褒める事でやりがいを実感

［目 標］全95サークル2回/年実施（7月/11月）

［進め方］発表会のさらなる活性化と質の向上をねらい、現地・現物で確認できる

発表会に変更し、他職場との意見交換を図りながら、良い事例は

自サークルに展開し自サークルのレベルを向上させる

【計画】

モニター導入による発表会の開催

・資料準備時間の低減

（以前は数枚の資料を拡大し

ボードに貼っていた）

・資料の視認性の向上

講評者発表者ﾒﾝﾊﾞｰ



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

〈『QCサークル活動報告書』とは〉

　サークルリーダーがQC会合を実施すること、および実施後にOutputを上司に報告する書類

　→上司（サブアドバイザーなど）は、内容を見てサークルの指導・支援をする。

【改訂の背景】

・QC部門推進者への課題ヒアリングで、「全員参加」に対する理解不足が見えてきた。

　→一度の会合に全員集合することが全員参加、だと思っている。

　→中には、以下のような意見もあった。

　　　“活動報告書には、参加率を表示する欄があり、

　　 　参加率が低いと全員参加できていないように見られる。”

【改訂のポイント】

　①「全員参加」の進め方を具体的に明記

　②参加率の欄を削除

　③活動内容の見やすさ改善：次回までにやること（誰がいつまでに何を）の欄追加。

　　　　会合がどのステップかひと目で分かるようにステップに○をする欄に変更。

　④上司の関心アップ：上司の指導・期待値を明確化（誰に何をコメントしているのか曖昧な書き方）

自慢するポイント

＼こんな声がありました／

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月14日(金）
メールにてご回答をお願いします

担当幹事：
(問い合わせ先)

スタッフ幹事　野崎
（0565-28-2055）

『QCサークル活動報告書』の改善

大豊工業㈱

「全員参加」の

考え方周知と

参加率の表示に

ついて改善

全員参加は全員が

会合に参加すること？

活動報告書の現物を見て…

③「自分が上司だったら、こんな見やすさがあるといいな」と思う点と

④サークルリーダー、メンバーだったらこんなコメントがほしい と思う点を 追加で改善

サークルリーダー

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ（工長級）

アドバイザー（課長級）

・今までの活動報告は参加率を向上させる為、メンバーが揃った限られた日時でしか実施でき

なかったが、全員参加の意味を再認識した事でいつでも活動できるようになり問題解決のスピー

ドが速くなった。

・活動した内容のみ記入していたが次回までにやる事と担当者覧が追加された事によって

以前はサブアドバイザーのコメント・アドバイス欄だったので、「やっておいてね」みたいなコメントのみで済ま

せていたが、書式改定からはメンバーとリーダーに対してのアドバイスのみになった事で

サブアドバイザーも内容を理解していないとアドバイスできないので、当事者意識を持つようになった。

書式改定によって記入項目が変わった事により、サブアドバイザーもより

活動に関心が持てるようになったと思う。

今までより少しずつではあるが活動の活性化に繋がる。



『QCサークル活動報告書』の改善
大豊工業㈱

〈改善前〉

〈改善後〉

①「全員参加」の進め方を
具体的に明記

②参加率の欄を削除

③次回までにやること（誰がいつ
までに何を）の欄追加。

③会合がどのステップかひと目で
分かるようにステップに○

上司の指導・期待値を明確化（誰
に何をコメントしているのか曖昧

な書き方）

④上司の指導・期待値を明確化
（誰に何をコメントしているのか

曖昧な書き方）



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　
　１．ねらい

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

　　・5分もかからず⼿軽にできる
　　・QCサークル会合前に実施することで、会合時の意⾒が出やすくなった（QCサークルリーダー談）

※提出期限：6月14日(金）
メールにてご回答をお願いします

若年層のQCサークル知識向上

豊臣機工㈱ 部署または担当者：
(問い合わせ先)

横畑 正則
070-8791-3540

　　背景︓新⼈からサブリーダー層のQCサークルへの意識が⾼く、研修会でのアンケートではもっと勉強したい等の
　　　　　　 意⾒は多数あるが、研修時間の追加等は難しい状況である

　2．実施内容

◆QCサークル手法
⇒手法をよく知らない、手法の使い方がわからない

豊臣機工QCサークルホームページに『QCCクイズ』のコンテンツを作成し、現場では個人パソコンが無い為、
QCサークル会合前にメンバー全員で実施するように、QCサークルリーダーに展開

◆QCサークルストーリー
⇒QCサークルストーリーを知らない

◆文章問題 四択 ◆文章問題 二択 ◆イラスト問題 二択◆イラスト問題 四択

『 QCCクイズ』 のコンテンツを作成

PC画面

CLICK!

文章問題・イラスト問題また四択・二択問題でいろいろなバリエーションで作成できるようにした

【新人からサブリーダーが知りたい情報】

※社内で活用してもらえるように
更新⽇を決め⽉2回更新中です



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

自慢するポイント

・以下 各拠点事務局員の相互啓発/相互支援による全社的 改善活動レベルの底上げの工夫

　・各拠点の事務局が分科会を通じて 情報交換・切磋琢磨し、各々が自拠点のしくみをより良く改善

　・活動運営について、専属担当がいない/経験の浅い拠点を、優れた拠点が支援

　　(各種フォームや、教育コンテンツ、その他ノウハウ共有 等)

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：
(問い合わせ先)

航空機製造部 生産技術課

阿部 規子

社内活動推進者(事務局)間での相互啓発/相互支援による
全社的 小集団活動運営レベルの底上げ

三菱重工業株式会社
(防衛宇宙セグメント 航空機・飛昇体事業部)

1．背景

・弊社では各拠点*1毎に小集団活動を運営しており、また各拠点それぞれの担当者(事務局)が活動運営に

割けるリソースも 少なく*2 活動の活性度合いにばらつきがあった
*1. 対象：三菱重工全拠点のうち、防衛宇宙事業に関わる 全国9拠点(下図 赤枠部)・・・防衛宇宙セグメント

*2. 活動運営の専属担当者（事務局）を設置しているのは 航飛事業部のみ。他はライン担当が小集団活動の運営業務を兼務している

2.  狙い

・活動運営について 各拠点 共通の評価項目を設定し、ウィークポイントを見える化。事務局間での相互交流/

相互支援を通じてウィークポイント強化の取組みを実施。全社的な小集団活動の活性化・レベルの底上げ

を図り企業全体の経営改善に繋げる

3. 実施事項

・各拠点事務局からメンバーを募り、改善活動の活性化を目的とした分科会を立ち上げた (全社経営活動の一環として運営)

・分科会には 全国 9拠点(防衛宇宙関連)から13名のメンバーが参加。 年間 計7回 会合を開催

・会合は メンバーが各拠点を訪問する形で実施し、活動運営のしくみ、良好事例について情報交換

・並行して各拠点の活動レベル（活性度合い）に対し共通評価項目を設定し、定量評価によりウィークポイント

を見える化 ⇒特に ① 小集団活動の上位方針とのつながり、②リーダー育成制度の2つが弱点だった

・ウィークポイントについては強化を図る取組を実施（特に優れた仕組みをもつ拠点から全体に共有）

①活動の上位方針とのつながり・・・工夫を織り込んだ計画書フォームを共有

②リーダー育成・・・代表拠点を講師とした 勉強会の実施、「改善リーダー育成教育」の拠点共通開催など

・活動の結果、ウィークポイントの改善を数値で確認した

4. 2023年度の活動成果（まとめ）

【活動前】 【活動後】

2023年初⇒2024年初 ウィークポイントが改善する見通し

重点取組みとした項目４ 「リーダー育成」 0.8点 ⇒ 1.4点 (+0.6点）

セグメント教育に盛り込んだ項目２ 「目標設定（≒上位方針リンク）」 1.3点 ⇒ 1.9点 （+0.6点）

三菱重工 防衛・宇宙セグメント

航空機・飛昇体事業

小牧

宇宙事業 特車事業 艦・特事業

小牧 飛島 相模 長 玉 神 横 諫

優れた拠点

が先生になり

しくみを全体に

共有
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